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点検支援技術性能カタログ登録技術のご紹介（その 4） 

 今月号では点検支援技術性能カタログの【橋梁部門】に登録している“スリット応力解放法”についての内容をご紹介

いたします。

●橋梁部門 デジタル画像相関法によるひずみ計測技術「スリット応力解放法」 技術番号：BR030042-V0022
本技術は、応力が作用しているコンクリートに作用応力方向に対して直角にスリットを切削し、切削前後の画像をライ

ンセンサスキャナで取得します。取得した画像からデジタル画像相関法を用いることによりコンクリート表面の移動量を

解析し、移動量から対称点間距離変化率を算出します。また、FEM 解析においても切削によるコンクリート表面の移

動量を解析し、同様に対称点間距離変化率を算出します。計測結果と FEM 解析結果が近似するように解析条件（荷
重）を変えながらトライし、最も近似した際の荷重を現有作用応力として推定します。

〇主な特徴

① スキャニング画像に対し、デジタル画像相関法による画像解析を行うことで解放ひずみを算出します。

② 光学的全視野計測法を用いることにより、スリット近傍の微小領域まで高精度なひずみを計測可能です。

③ スキャニング画像内の任意の位置で、多点のひずみを計測することができます。

④ スリット切削時にはスキャナを取り外すことができ、配線の問題がありません。

⑤ 幅約2mm、深さ 20～30mmのスリットを切削するため、躯体への影響を最小限にすることができます。

●スリット応力解放法に関する詳細はこちら：https://www.krcnet.co.jp/service/service_service_survey_Slit.htm

※本技術は、長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター（松田浩教授）、佐賀大学大学院工学系研究科（伊藤幸広教授）、

(株)K&Tこんさるたんと、との共同研究成果です。 

※国土交通省建設技術研究開発助成制度の補助金を受けています。
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約1年前の2月21日。プーチン政権がウクライナ侵攻を始める3日前。国連安全保障理事会の緊急会合でケニア
のキマニ国連大使が行った演説が印象深く、今、改めて考えさせられます。曰く、「私たち(アフリカ)の国境は私たちが
自分で引いたものではない。植民地時代のはるか遠くの大都市で引かれたものだ」と。しかし戦争を継続せずに（民族
や人種、宗教の同質性による国家を追求せずに）国連やアフリカ統一機構(後のアフリカ連合)のルールに従う事を選
択したのは「平和に作り上げられた、より偉大な何かが欲しかったからだ」と続けられています。キマニ氏の言葉に感銘
を受けると同時に、国家や民族に対するこの本質的な問いかけにこれからも真摯に向き合っていくことが求められると
思う次第です。人類が繰り返してきている戦争の罪深さを感じずにはいられません。 
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